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福島駅東口駅前広場（古関裕而　生誕100年記念モニュメント）

　福島市の名誉市民　古関裕而さんの生誕100年を記念し、福島駅東口の駅前
広場に設置されたモニュメントで、決まった時刻に古関メロディーが流れます。
　これからの季節、JR の発車メロディー（「栄冠は君に輝く」「高原列車は行
く」）とともに多くの観光客の心に響き、「福島のイメージ」をさらに膨らませ
てくれることでしょう。

特集１　福島市の今…さて、あなたは？ 〜市民意識調査の結果より

特集２　男女共同参画についての「あなたからのメッセージ」作品紹介
私のホームタウン・福島 〜人と人とをつなぐ架け橋に　後藤　真 さん
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順位 項目

１ 社会通念・慣習・しきたり

２ 政治の場

３ 職場

４ 家庭生活

５ 法律や制度上

６ 社会活動の場

７ 学校教育の場

　このアンケート『男女共同参画に関する意識調査』
は、平成23年度を初年度とする、男女共同参画を進め
るための新たな基本計画「男女共同参画ふくしまプラ
ン」を策定するために行ったものです。
　結果は福島市のホームページにも掲載しています。
　　　期　間　平成21年７月
　　対　象　無作為抽出した満20歳以上の福島市民
　　　　　　2,600人（男女 各1,300人）
　　回収率　52.4％（1.362人）3

順位 項　　　　目

１ 社会通念・慣習・しきたり

２ 政治の場
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４ 家庭生活

５ 法律や制度上

６ 社会活動の場

７ 学校教育の場
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　皆さんはこの調査結果をどのように感じましたか？
　すべての人が個人として尊重され、性別にとらわれることなく、
自分らしく伸びやかに生きることができる社会を実現するためには、
ワーク・ライフ・バランスはとても大切なことです。
　この機会に、家族やまわりの方と話し合ってみてはいかがでしょうか。

　子育て期など、人生のいろいろな段階で、その状況に

合わせて生き方や働き方を選ぶことができることを

「ワーク・ライフ・バランス（「仕事と生活の調和」）が
実現した社会」といいます。
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主　　な　　項　　目
順　　位

男性の
考　え

女性の
考　え

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく
図る １ １

労働時間短縮や休暇制度を普及させ仕事以外
の時間を多く持てるようにする ２ ４

社会の中で男性による家事、介護、地域活動
についてもその評価を高める ３ ３

男性が家事などに参加することに対する男性
自身の抵抗感をなくす ４ ２

年配者やまわりの人が夫婦の役割分担等につ
いて当事者の考えを尊重する ５ ５

主　　な　　項　　目
順　　位

女性の考え 男性の考え

労働時間の短縮や休日の増加、就業時間に柔軟性
を持たせるなど働きやすい労働条件とする １ １

育児・介護のための休業制度、諸手当を充実する ２ ２

家族の理解や協力を得る ３ ７

託児施設、託児サービスを充実する ４ ４

育児・介護等で退職した後に再雇用する制度を充
実する ５ ５

家事・育児・介護は女性がするものという社会の
意識を改める ６ 10

賃金、仕事内容など労働条件面での男女差をなくす ７ ３



▲展示：会場には全作品を展示しました。▲募集チラシ：虹色のランドセルが目印です。 ▲選考会：力作ぞろいで選ぶ側もたいへんでした。 ▲表彰式：瀬戸市長から入賞者一人ひとりに賞状・記念品が贈られました。

　男の人も女の人も協力しながら、平等で自分らしく心豊かにいきいきと暮らすことのできる社会に
ついてメッセージを募集しました。
　今年度は４部門に合わせて423点の応募があり、平成21年７月18日の「男女共生セミナー・市民フォー
ラム 2009」において展示・表彰を行いました。また、「コラッセふくしま」や「こむこむ」においても
展示をしました。受賞作品の一部をご紹介します。

「あなたからのメッセージ」
男女共同参画についての

御
山
小
学
校
２
年

佐
藤
　
優
光
さ
ん

後藤　るみ子さん 加藤　幸枝さん

鈴木　幸一さん
福島第一中学校１年
原田　優花さん

福島第一中学校３年
佐川　慧さん

福島第一中学校２年
坂本　華菜さん

福島明成高等学校
１年　佐藤　如美さん

福島明成高等学校
１年　小原　美穂さん

福
島
明
成
高
等
学
校

１
年
　
佐
久
間
　
涼
夏
さ
ん

　
最
優
秀
賞

　
最
優
秀
賞

　
優
秀
賞

　
優
秀
賞

蓬萊東小学校５年
藤原　優香里さん

吉井田小学校４年
伊藤　美優さん

小学生の部 中学生の部 高校生の部 一般の部

　家でのお手伝いや友達と遊ぶ中で、「みん
なで協力しあう」ということの大切さを見つ
けることができたのは素晴らしいことだと思
います。　（しのぶぴあ編集委員）　　　　

　毎日の学校生活を通して、仲間を認め合う
気持ちが育まれているんですね。
　笑顔でいることが、心豊かに生きるための
第一歩、と気づかされました。

（しのぶぴあ編集委員）

　男性や女性という性別の枠組みにこだわら
ない発想が素敵です。固定観念にとらわれ
ない柔軟な感性を持ち続けて欲しいと思い 
ます。　　（しのぶぴあ編集委員）

　日々の暮らしのひとコマにさりげない優しさを
感じます。
　いろいろな分野に男女がチャレンジすること
は、互いを思いやる「気づき」を生み、より豊か
な社会ができていく秘訣なのかもしれません。

（しのぶぴあ編集委員）
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今
、
私
が
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
。
自
分
が
暮

ら
す
「
ま
ち
」
の
た
め
に
何
か
で
き
れ
ば
と
い
う
思

い
で
応
募
し
、
初
め
て
関
わ
っ
た
編
集
作
業
を
通
し

て
、
あ
ら
た
め
て
人
の
考
え
方
の
多
様
性
を
感
じ
ま

し
た
。

　

違
い
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
互
い
を
理
解
し
、
受
け

止
め
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
『
そ
の
一
歩
は
、自
分
を
認
め
、大
切
に
す
る
こ
と
。

そ
れ
が
、
他
人
を
大
切
に
し
、
自
身
も
大
切
に
さ
れ

る
こ
と
に
つ
な
が
る
…
』

　

後
藤
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
、「
自
分
」
を
大
切
に

す
る
こ
と
は
、
め
ぐ
り
廻
っ
て
人
の
和
を
創
り
、
大

き
な
輪
と
な
り
、
思
い
や
り
の
あ
る
住
み
や
す
い
ま

ち
を
創
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

淡
く
や
さ
し
い
花
色
に
つ
つ
ま
れ
る
福
島
の
春
。

美
し
い
花
々
を
眺
め
な
が
ら
、「
自
分
」
を
見
つ
め

な
お
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

発行　福島市総務部男女共同参画センター
　　　〒 960－8035　福島市本町２番６号　Tel　024－525－3784　Fax　024－522－1528
　　　ホームページ　http ://www.city.fukushima.fukushima.jp/

　家庭・職場・地域などあらゆる場面において、より良い人間関係を築くことは大切です。これから、
入学や就職、引っ越しなど、環境の変化の多い季節を迎えます。そこで今回は、臨床心理士でもあり、
まだ数少ないプロのファシリテーターとして活躍されている後藤　真（ごとう まこと）さんにお話を
うかがいました。

私のホームタウン・福島 〜人と人とをつなぐ架け橋に

ど
の
よ
う
な
活
動
を

さ
れ
て
い
ま
す
か

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
て
い
て
、

も
っ
と
早
く
に
お
話
で
き
て
い
れ
ば

と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
人
生

の
早
い
段
階
に
関
わ
り
た
い
と
思

い
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
若
年
求
職
者
心
理
相

談
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
お
引
き
受
け
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
広
め
る

こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
、
講
演
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
実
践
型
学
習
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
の
道
に
進
ん
だ
き
っ
か
け
は

　

や
り
た
い
こ
と
を
模
索
す
る
中
で

進
学
し
た
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
、
友

人
か
ら
勧
め
ら
れ
た
授
業
を
受
け
た

の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
自
分
の
起
源
、
た
ど
っ

て
き
た
人
生
を
徹
底
的
に
分
析
す
る

と
い
う
、
い
わ
ば
「
自
分
の
考
古

学
」
み
た
い
な
も
の
を
や
っ
て
い
く

中
で
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
心
理
学

の
重
要
性
を
感
じ
、
こ
の
世
界
へ
進

み
ま
し
た
。

　

大
学
院
で
は
、
う
ま
く
い
か
な
く

な
っ
た
家
族
や
夫
婦
関
係
を
作
り
直

す
方
法
の
研
究
を
行
い
、
そ
こ
で

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
学
び
ま
し

た
。フ

ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は

　
「
話
し
合
い
や
学
び
の
場
に
お
い

て
、参
加
者
全
員
の
﹇
聴
く
﹈
と
﹇
話

す
﹈
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
つ
つ
、
円

滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進

す
る
た
め
の
技
法
」
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

ど
ん
な
に
小
さ
な
声
で
も
、
例
え

怒
鳴
り
声
で
あ
っ
て
も
、「V

oice is 
voice

（
声
は
声
）」そ
れ
を
き
ち
ん
と

拾
い
、み
ん
な
に
届
く
よ
う
目
配
り
・

心
配
り
を
す
る
こ
と
が
私
に
と
っ
て

の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は

　

相
手
の
思
い
を
受
け
止
め
、
自
分

の
思
い
を
伝
え
る
「
言
葉
の
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
い
い
に
越
し
た

こ
と
は
な
い
。
球
種
は
豊
富
な
方
が

い
い
。
で
も
、
一
番
大
切
な
の
は

「
キ
ャ
ッ
チ
」
す
る
こ
と
で
す
。

　

自
己
肯
定
感
の
問
題
と
も
つ
な
が

り
ま
す
が
、
現
在
の
日
本
の
価
値
観

に
は
主
語
が
抜
け
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
特
に
忘
れ
ら
れ
て
い
る
の
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
一
番
大
切

な
一
人
称
で
あ
る
「
私
」
だ
と
思
い

ま
す
。

　

一
人
称
と
し
て
の
自
分
を
大
切
に

す
る
。そ
こ
に
は
、性
差
は
な
く
、「
人

と
し
て
」「
私
と
し
て
」
だ

と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
し
な
い
限
り
、「
あ
な
た
」

や
「
彼
」「
彼
女
」
を
大
切
に
す
る

こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
は

　

プ
ロ
の
フ
リ
ー
ラ
ン
サ
ー
と
し
て

「
ノ
マ
ド
（
遊
牧
民
）」
の
よ
う
に
幅

広
い
フ
ィ
ー
ル
ド
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
向
上
の
た
め
に
活
動
し
て
い

き
ま
す
。

　

し
か
し
、「
自
分
を
育
て
て
く
れ

た
故
郷
に
何
か
を
返
し
た
い
」
と
い

う
思
い
か
ら
福
島
市
に
帰
っ
て
き
た

の
で
、
活
動
は
ど
れ
だ
け
広
が
っ
て

も
軸
足
は
こ
こ
に
置
い
て
恩
返
し
を

し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

《
取
材
を
終
え
て
》

　

悩
み
、
模
索
す
る
中
で
い
ろ
い
ろ

な
人
と
出
会
い
、
そ
の
言
葉
に
促
さ

れ
行
動
す
る
こ
と
で
人
生
を
拓
い
て

き
た
方
だ
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら

こ
そ
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

や
「
声
」
を
大
切
に
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
自
分
が
育
っ
た
町
に
、

自
分
の
で
き
る
こ
と
で
積
極
的
に
寄

与
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
素
敵
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
穏
や
か
な
語
り

口
の
中
に
、
熱
意
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

編
　
　
　
集

し
の
ぶ
ぴ
あ
編
集
委
員
会

　

加
藤
麻
里　

佐
藤
映
枝　

松
本　

恵

　

河
原　

泉　

菅
野
綾
子　

佐
藤
雅
一

表
紙
：
切
絵
作
家
の
さ
と
う
て
る
え
さ
ん
の
作
品
で
す
。

※｢

し
の
ぶ
ぴ
あ
」
は
町
内
会
回
覧
の
ほ
か
、
各
学
習

セ
ン
タ
ー
な
ど
市
の
窓
口
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。


